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1.序 に代えて

語学教育にたずさわる我々がいつも不安に感じることは,我 々が外国作品の表現 スタイル

に対して全 く盲 目ではないかという問題である。 自国の文学作品に対 しても,普 通印象的に

しかそのスタイルをとらえ,語 ることができない我々が,発 想形式も表現形式も異なる外国

語の表現スタイルを果 してどの程度 までとら}る ことができるかという不安である。

スタイル,特 に文体の場合には,未 だその定説は生まれていない。従来の印象的文体論に対

して,作 品に現われた表現上の個別性をとりだして,そ れ らを綿密にしらべあげる分析,統

計的な方法が近来よく行なわれるようになって来たが,こ れ とても果 して作品の文体論であ

るのか,そ れとも作家の文体論であるのか,或 いはまた単なる技法の研究に過ぎないのか,

いずれにしても,文 体の本質にふれるものではないようである。

スタイル(様 式)の 概念と密接な関係があるものに形式がある。文章の場合においても,

「文章形態と文体とをはっきり区別 しなければならない」が,同 時に 「文体が客観的形式と

個性的様式の葛藤的融合から生まれたものであ り,そこには,シ ュールのいう``言 と言語"の

関係にも似たものが見 られる」 ということもうなつかれる。そして更に,ス タイルとは,創

作という過程において,た えず形式 との相剋の中にそれを克服従属 させようとする創造性の

代名であり,「 文章形式の限定が精密になるにしたがって,様 式にせまることが可能」とす

る論に対 して,そ のような 「さまざまな文章形態の分類系図をつ くってみた所で,ど うにも

なるものではな く,r表 現一形式=ス タイル』 と算術的に行かない所にスタイルの問題の困

難 さがある」という説もうなずける。だがこれらの説明に対 しては,中 心からはずれること

はないにしても,な にかもう一歩の追求が足 りないような感 じをいだかざるを得ないのであ

る。

形式の追求が様式への接近を可能にすることは一応うなずかれるが,そ れ 自体が様式その

ものの解決にはなるまい。 しかし,こ の辺にも大きな問題が残っている。果 して,現 在 まで

この形式面の追求が充分なされて来たかという問題である。伝統的な修辞学や文法学がどう

してもふれ得なか った領域で,し かも論理学や分析哲学の助けを求めねばならない表現形式
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や,動 機伝達の面か ら見た表現形式の研究など,い まだ十分手のつけられない領域はかなり

残 っているのが現状であろう。それ らの表現形式に関する総合的な研究成果が得られてはじ

めて,「 表現一形式=ス タイル」の等式が可能かどうか という問題が提示されなければなら

ない。 まして,r創 造者 とは,い つの時代 も,新 しい形式の獲得者」であって,新 しい形式

が古き様式即ち形式を糧とした,生 成活動の結果得 られた様式であるならば尚更,様 式論に

先だつものとして,十 分な形式研究が必要であろう。

たしかに形式面での追求は,そ のまま様式論につながるものではない。しかし,統 辞素か

ら文体素へと飛躍 させるところにも,そ してまた,客 観的形式と個人的様式という,現 在ま

での所,い ずれも会体の知れぬ者の融和体を文体 と見た所にも問題が感じられる。問題は統

辞素 と次元を異にする形式素というものが,如 何なる過程に よって文体素に昇華し得るのか

ということであり,客 観的形式を個入的様式が克服する媒体が一体なんであるかということ

である。

形式は,そ れが客観的なものとして蓄積され得 る世界 として,い くっかの三角形的層をみ

とめることができる。そして,そ れぞれ異層に蓄積されている形式素は,個 人的形式にむか

う抽象的段階として位置づけられる。仮にこれを英語表現に関係させて図示すれば次のよう

になる。

一番下毀から

表現一般に関する形式素の集合体

言語表現一般に関する形式素の集合体

インド。ヨーロッパ語族における表現形式素の集合体

英語に関する形式素

古代 ・中世 ・現代など時間的限定をうけた英語に関する形

式素

アメ リカ・イギリスなど空間限定をうけた英語に関する形

式素

社会 ・階級などの限定をうけた英語に関する形式素

以上のような異層をなす形式素を有機的に統合 したものとして,そ の上に所謂スタイル(文

体)が ある。 しかしこれらの形式素をスタイルにまで統合するもの,即 ち形式素に文体素と

してのエバ リュエイションを与えるもの,更 にいうならば,そ れらの形式素に生命をあたえ

て文体素 に昇華させ得るもの,そ れは他ならぬ作家自体のpointofviewで あり,人 生に対

す る姿勢 に他ならない。それは同時に作品をテーマの上に密着させるものでもある。種々層

を異にして深 く客観的存在として眠っている形式素が一つの意味世界の中で,生 命を与えら

れ,息 づいてはじめて,様 式 ・スタイルが生まれるということができよう。しかし,一 度定
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着されたスタイルは,す ぐに形式素への転化を起 こしはじめる。すなわち,文 体は作品の巾

にあってはじめて文体となり得るのであって,作 品から抽出された文体素は,新 しい形式素

として,客 観的な形式の総合体の中に入って行 く。ここでスタイル論は,当 然,文 学史そし

て批評の領域まで拡がってくる。

以上述べたように,文 体論に欠 くことのできないものとして,総 合的,か つ綿密な形式研

究と,そ してそれらを個々の作品の中で,ス タイル として息づかせている作家の資質に対す

るパースペクティブのCく 批評的精神をあげることができる。

この小論では,形 式面の追求の一つとして,分 離前置詞という英語領域に於ける形式素を

とり出し,そ れに若干の考察を試みてみた1。

(本学研究紀要7集 原子朗 「スタイル論の方法」参照)

II.分 離 前置詞(DetachedPreposition)

Prepositionに 原 則 として後 置のNounequivalentsと 共 にAdlectivephrase或 い はAdverb

phraseな どを構成 す るFunctionwordで あ る。それ は文 中においてNounequivalentsと

Noun,Adjective,Verbな どの他 の品詞 との関係 を表示す るFunctionwordと も いえ る。 し

か し上述 のようにPrepositionは 後 にNounequivalentsを 従 え,そ の位 置に よって 他 の 品

詞 と関係づけ られ るべ きNounequivalentsを 表 示す る。

Thehouseonthehillismine./Myhouseisonthehill.

即 ち,Preposition``on"は 二 つの概 念thehouseとthehill,或 い はisとthehil1を 二 つ

の関係極 として提示す ると共に,そ れ らを意味的に も関係づけ てい る。

しか し このPrepositonの もつ二つ の性質 が,英 語 のいろいろな言語活動におい て,そ こ

なわれ る場合 がある。二 つの概念 の関係提示 とい う性質 の消失 は,Adverbialaccusative(eg・

Ihavewalkedthreemiles)やAccusativeofDescription(eg.Thebookisnouse)な ど

においてPrepositionの 脱 落 とい う形 に見 られ る。 また これに対 して,後 置の関係極 の明示

とい う性質 が消失 す る場合が ある。 これが小論 の主題 であ る分離前 置詞(DetachedPreposi-

tion)と いわ れ るもので ある。 この場合,Prepositionは 前 置の関係極 のみを提示 し,後 置の

関係極 は鎖を きられて文中に分離す るか,も し㌔くは文外 には じき出され る。文外 には じき出

された場合 にはAdverbへ の転化 と考xら れ るが,本 論 では,後 置の関係極 が,文 中に分離

した現象 を特に考}xて 見 た い。

Prepositionは 後 置 の関係極 と共にPrepositionalphraseを 構 成 し,そ のPhrase自 体 が

Adjectiveequivalents或 い はAdverbequivalentsと な るものであるか ら,そ のPhrase内 の密

着性は非常に強度 なもの といわ な ければ ならない。 分離 前置詞 が現 われ るのは,そ のよう

なFunctionwordと し ての密着性 を上 まわ って,そ れを破壊 す る力が外か ら加 えられた場合

で ある。そ の外力 と しては,大 き く分 けて,統 辞 的な力 と,形 式的 なカ の二つが考 えられ る。

III.統 辞素としての分離前置詞
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英語 にお いては,Sentenceconstructionを ア ブ ノーマル な ものにす ることに よって,文

構成を限定 し,意 味を特殊化す る場合が ある。総 じてInversion(語 順 倒置)と 呼ばれ るも

の である。疑問 ・感嘆 ・受動態 のような文構成が これ にあた る。 この ような文法上 の拘束 と

してのInversionが,統 辞 力 としてPrepositionalphraseに 影 響を与え る場合
,Function

wordと し てPrepositionの 統 合力が 破壊 され,分 離前置詞が生ず る。 したが って,こ の種

め分離前 置詞ぱ統辞素 として規定 できる。

a)Ωuestion(疑 問)

Theyarelookingforthehook.

Whataretheylookingfor

cf.-Forwhataretheylooking?

疑 問 文 の場合 には・統辞力 としてのInversionも,徹 底 的にPrepositionalphrase内 の統辞

力を破壊す る程の ものではない。つ ま りForwhat…?と い う文構成が可能で ある。 しか し

この場合,文 が前 置詞 では じま
、る とい う論理瞹眛性 と,ぎ こちな さをす く う た め,Prepo-

sition``for"が 自 ら⑱統 辞力 を犠牲 に して,疑 問 とい う大 ぎな統辞力の安全弁 としての機能

を果 している点多分 に形式素的 な性格 も見 らμ る。 この安 全弁 としてのPrepositionの 機 能

は次 のようなAdverbialaccusativeの 場 合,更 に強 く示 され ている。

Hegotupatfive.

Whattimedidhegetup

cf.Whendidhegetup?

な お ・ これ と関連 してVulgarUsageで は あ るが次の ような分 離前 置詞 もある。

Whereare-youstayingat?

上 述 のよ うなDirectquestionに か ぎ らず,Indirectquestionの 場 合 にも,分 離前置詞は統

辞的 な所産 と して現 われ る ことは論 をまたな1。

b)Exclamation(感 嘆)

感 嘆文 もInversionに よ る文構成 の1つ であ り,こ こに も分離前 置詞 の現象が見 られ るが

これ も疑問文 におけ るもの と同様 の性質 の ものであ る。

Whatalarge ,househedivesin!

しか し・疑問文 とは異 な り,統 辞 的な性質 が強 く,こ の種 の文 では分離 しない形 はない よう

で ある。

C)Passive(受 動 構文)

Passiveも 一 種 のInversionに よ る文構成 であ り,同 様に分 離前置詞の現象 が多 く見 られ

る。 しか し,こ の場合はInversionだ け が統辞力 として作 用 してい るわけではな く,も う一

ρ 別 の統辞力 が,そ の発生の条件 として働い てい るのは見逃せない。それはVerb-preposition

Combinationと も いわれ る統辞力 で,こ の場合Prepositionは 後 置の関係極 に対す る志 向性

よ りも,前 置 の関係極(主 にVerb)へ の志 向性が強 ま り,Verbphrase構 成 のためのFunc.
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tionwo「dと い う機能 を果 してい る・す なわ ちそれは,VoiceMarkerあ る いは他動詞表示

語 としての働 きである。 この志 向性 の変化は能動構文 にお いては
,表 面に 出ず,受 動構文転

化への潜在力 としか存在 しない。

Thepostponementofaprepositiontotheendofaquestionorasubordin
aterelative

clauseisnoteasilydisposedof.

この種 の分離 前置詞 はただ受動構文 のみ に限 られ るわけ でな く
,当 然受動準動詞構文(Pas.

siveverbalconstruction)に も見 られ るものであるが
,と の点 に関しては後にふれ る ことに

す る。

IV.統 辞 素 ・形 式 素 の 両 面 を も っ た 分 離 前 置 詞

Prep・ ・iti・nの 後 置 の 関 係 極 がR・1・tiv・p・ ・n・unの 場 合
,R・1・ti。 ・ がR。1。tivec1。u,eを

導 く と い う英 語 の 統 辞 的 拘 束 か ら,そ こ にInversionが 働 き分 離 前 置 詞 が 現 わ れ る
。

Hestudiedthelong,complicatedbillsthathewassupposedtovoteon
.

Ibegantorealizethatmostofthethingslhadbeenstrivingforbeforeweren't

worth.whileatall.

cf.Themindhadtobemadeconsciousofthe -physicalrealityfromwhichitwasac -

customedtoshrink.

上 例 の よ う にRelativeclauseに お い てPrepositionが 分 離 す る 場 合 と 分 離 し な い 場 合 の 二 つ

の 現 象 が 並 存 し て い る こ と は,統 辞 力 と し て のInversionの 他 に
,何 か 形 式 的 な 力 が 働 レ、て

い る こ と を 示 し て い る。

こ の 形 式 的 奉 力 の 中 で 特 に 考 え ら れ る も の はEmpasisで あ る
。 英 語 に あ っ て は,文 頭 と

文 尾 の 語 に 最 もEmphasisが 与 え ら れ て お り,そ の 中 で も 特 に 文 尾 の そ れ は 大 ぎ い
。

IntheaverageEnglishsentence,oneofthepositionsof .greatestemphasisistheending.

Thereasonsforthisarenotquiteclear:perhapstheendingremainsespeciallyclear

inthereader'smindbecausehehas.hearditmorerecentlythantherestofthesentence
.

OritmaybethattheusualintonationofEnglishspeechaffectsthe`innervoice'ofthe

reader,givesakindofclimaxattheendofthesentence…(HughSykesDavies

Grammar)Tearsこ の 場 合PrepositionはPrepositionalphrase内 の 統 辞 力 を 自 ら 犠 牲

に し,文 尾 に 位 置 す る こ と に よ っ てEmphasisを 誘 引 す る
。

さ ら に ・ 分 離 前 置 詞 が 現 わ れ る の は,Verbに か か るAdverbphraseの 場 合 が 多 く
,結 果

的 に 分 離 前 置 詞 が 終 る意 味 世 界(旬 ・節 ・文 な ど)は,一 種 の 動 詞 ど め の 表 現 で あ り
,こ の

点Emphasisの 効 果 を 強 め る 一 方,そ れ に 続 く意 味 世 界 へ の 踏 台 と し て の 機 能 や ,効 果 的 な

PeriodicleSentence(棹 尾 文)構 成 の た め の 役 割 が こ の 種 の 分 離 前 置 詞 に 見 ら れ る
。 以 上 の

よ う な積 極 的 な 形 式 力 に も と つ く分 離 前 置 詞 の 他 にPara11elism(対 句 法)な ど の 消 極 的 な

形 式 力 の 所 産 と し て現 わ れ る 分 離 前 置 詞 も あ る 。
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したが ってRelativeclauseセ はRelative本 来 のもつ統辞力 としてのInversionと ・ 以

上述べ た ようなElnphasisそ の他 め形式 力あ相互 関係に よって・Prepositionの 位 置が きま

る とい うことがで きる。

またRelativeadverbは 意 味上Relativepronoun十Prepositionの 構 成を持つ ものと され

てい るので,こ れに よるRelativeclauseに は分離前 置詞 は普通生 じない。 しか し,こ こで も

.whereとat,by,in,of,on等 のPrepositonが 慣 用的に結合 したCompoundrelativeadverb

が あ り,特 異 な形 の分離前 置詞 を見 せてい る。

theboxwhereonitlay(=theboxonwhichitlay)

themanwhereofhespoke(=themanofwhomhespoke)

V.形 式 素 としての分離前置詞

Inversionの よ うな統辞力 のため に生 じる分離前 置詞 とは異 な り,主 に形式 的な力,或 いは,

ス タイ リステ ックな力に よって分離前 置詞 が押 し出され る場 合には,次 のようなものが あ る。

'a)受 動 準動詞構文(Passiveverbalconstruction)

.こ れ にはInversion12も とつ くPassiveと い う統辞力 が勿論作用 しているので あるが ・そ

れ 自体 が,準 動詞構文 という大 ぎな形式 力の中に生 みだ され たものであるという点で,こ の

場合は形式素 としての分離前 置詞 と考 え ることがで ぎる。

Gerund.

Hetookachairwhithoutbeing-desired,andtalkedforsometimewithoutbeingattended

to.

な お上例 にはParallelisticな 形 式力が作用 している ことも見 逃せない。

Gerundは,動 詞の抽象化 による動作 名詞である。 したが ってそ こには・かな りの動詞性

が残 されてい るが,あ る場合には,高 度 の抽象に よって,基 本的な動詞性(Tense・Voice・

dudjectな ど)ま でが捨 てさられ ることが ある。Gerundに 見 られ るActo-passivevoiceも そ
ヒ

の1つ で あ る 。 す な わ ち,あ る種 の 動 詞(bear,need,stand,take,want,etc)に 続 くGerund

はActiveで も 意 味 上,Passiveに な る 。 し た が っ て,Acto-passivegerundに お い て も,分

離 前 置 詞 が 見 られ る。

Iwon'tbear.thinkingof.

Thecottagewould-needlooking.after.

Heagreedthanthewords`whollyandmainly'.neededlooking-into.

Fastparticiple,

Weareinthepositionofadoctor-:calledupontoprescribeforapatient.

Eachselfwillpossesstheprivilegeinsistedonbythesamepoet.

Thisbringsustothehighlycontentiousquestionalreadyreferredtointheintro-

Auction.
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し か し こ の 場 合 は,Passivesentenceに お け る と 同 じ よ う に
,Prepositionが 前 置 のVerbに

索 引 さ れ て ・一 種 のVerbphraseを 構 成 す る も の だ け に し か 見 ら れ な い 。出 来 上 が っ たVerb

phraseの 強 さ は 次 の 例 で よ く示 さ れ て い る 。

Adeepfundoflongingandregretexpressesitselfinaday -dreamwhichrecreates

thevisualconcretenessof .thelonged-forobjects.;

b)そ の 他 の 準 動 詞 構 文

Infinitive(1)(Adjectiveuse)

前 置 のNounと パ タ ン す るInfinitive,す な わ ちAdjectiveuseのInfinitiveconstruction

に は,分 離 前 置 詞 が よ く現 わ れ る 。

a.Hisdesiretohelpotherswas ,earnest.

b.Haveyoumanyfriendstohelpyou?

Nounclusuerに 用 い ら れ るIn丘nitiveに は 二 通 り あ っ て,上 例 の よ う に,Contentclause代

用 の も の と,bの よ う なRelativeclause代 用 の2つ が あ る。 分 離 前 置 詞 が 生 ず る の はbの

Relativeclause代 用 のIn丘nitiveconstructionで あ る 。

Therewasnothingtolookatandnoonetospeakwith.

Hemustbeleftalonewithsu伍cientmaterialtoworkwith.

Ihadseveralshapes.toappear'in.

Theyhadeachabed#osleepin.

こ の 種 のIn丘nitiveも,そ のActo-passiveの 性 質 か ら 分 離 前 置 詞 が 生 ま れ る と の 意 見 も あ る

が こ れ ら の 分 離 前 置 詞 と,そ の 前 に あ るUerbの 結 合 に は,TransitiveverbiZ相 当 す る よ う

な 統 辞 力 が 見 ら れ な い 点 を 考}る と,単 な るRelativeclause代 用 と見 る べ き で あ ろ う。 す

な わ ち,こ の 種 の 分 離 前 置 詞 に はVoice-markerと し て の 機 能 は な く,単 にRelativeclause

の も つawkwardな 構 成 を さ け て,論 理 速 度 や そ の 明 快 性 簡 潔 性 を 得 る と い う 形 式 的 な 力 に

よ っ て 生 じ た も の で あ る。

Relativeclauseと こ のInfinitiveconstructionの 中 間 の 表 現 に,分 離 前 置 詞 が 生 じ る 可 能

性 が あ る が,実 際 に は,前 置 詞 は 殆 ん ど 分 離 を 見 せ て い な い 。

Allofushavemanythingsforwhichtobethankful.

Wemusthavealanguageinwhichtodiscusstheaffairsof .mankind.

Shemusthaveamantowhomtocling.

Hebroughtwithhimafewfreshanecdoteswithwhichtoentertainhisdinnerparty.

Lackingthoughtswithwhichtodistract'himself,hemustaquirethingstotake

theirplace.

す な わ ち,こ の 種 の 表 現 に は,前 置 詞 を 分 離 さ せ る 程 の 形 式 力 が 作 用 し得 な い と い え る 。 た

だ し,Interrogativesで 導 か れ る こ の 種 のIn丘nitiveconstructionに お い て は,分 離 前 置 詞 が

見 ら、れ る。 こ の 場 合 は 統 辞 力 に よ る 分 離 前 置 詞 で あ る 。
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BriskdigestsofwhattolookoutIforareofferedtothemotoringpublic.

Thedifficultyistoknowwhichonetogivebailto.
ノ

以 上 の 考 察 はRelativepronounに よ るRelativeclauseを ・Infinitiveconstructionで 代 用 し

た 場 合 で あ る が,次 にRelatiサeadverbに よ る も の に つ い て,し ば ら く考 え て 見 た い 。

Relativeadverbに よ るClauseがInfinitiveconstructionで 代 用 さ れ る 場 合 は,Antecedent

が 省 略 され てRelativeadverb÷lnfinitiveと い う構 成(こ の 場 合Interrogativeadverbと も

見 な され る.eg.Tellmewheretosleep.)に な る か,も し くは,Relativeadverbが 省 略 さ

れ てAntecedent十lnfinitiveと い う 構 成(即 ちAdjectiveuseのInfiniEiveeg.Ihaveno

timetostudy)を 見 せ る の で あ る が,Relativeadverb自 体 が"Preposition十Relative

pronoun"の 性 質 を も っ て い る た め,概 し て 分 離 前 置 詞 は 見 当 た ら な い 。

Ihaveonlyhadtimetocultivateatinycorneroftheinheritance.

Thismanprobablyhadaboutfourteenorfifteenyearstolive.

The-placetobegin. _theprocessofindividuation.isinthedeliveryroom.

Theyareinaposition.todomorethan.foam,theyareinapositiontoopen .our

letters.

Onesurewaytoforgiveandforgetourenemiesistobecomeabsorbedinsome

cause.

Isawnoreasontoadmitit.

Morethanallother.men.have-authorsreasontoappreciate.theindirectutilitiesof

knowledge.

以 上 の 類 例 は,RelativeadverbYc.よ るRelativeclauseIZ代 る も の と し て 用 い ら れ たInfinitive

constructionの た め,分 離 前 置 詞 は 見 え な い 。 し か し,こ の 種 の 例 で も 分 離 前 置 詞 が 現 わ れ

る 場 合 が あ る。

Shehadn'thadthetimetobeillin.

Thehousehasceasedtobethebestplacetogoto.

こ れ ら はRelativeadverbで は な くて,Relativepronounが 潜 在 的 に 働 い て い る と 思 わ れ

る。 す な わ ち こ の 前 の 毀 階 と し て,次 の よ う な 類 例 が あ げ ら れ る 。

TheSenateandConvocationweretobeallowedareasonabletimeinwhichtoim-

plementthispolicy.

Portsaidwasalwaysagoodplaceinwhichtogetstung.

以上 の ように,``0"分 離 前置詞 を要 す る統 辞力が働いている場 合 に も,分 離 前置詞 が現 わ

れ るとい うことは,そ こに何 らかの形式 力が作用 してい ると見 な くてはな らない。Emphasis,

Parellelism,そ し てまた,文 尾に前 置詞を用い ることた よって,そ の意 味世界 のもつ緊 張を

瞬間的に たかめ,同 時に次 の意味世界 への踏台を兼 ね るとい ったStylisticな 力 な どが作 用
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す る 場 合 で あ ろ う。

ま た ち ょ う ど こ の 現 象 と は 逆 に ・統 辞 力 が 分 離 前 置 詞 を 要 求 す る 場 合 で も ,論 理 速 度 や 論

理 明 快 性 な ど の 形 式 力 が あ た か も,``0"分 離 前 置 詞 を 要 求 し,そ れ が 定 着 し て し ま っ た よ

う な現 象 も あ る 。

Hehadnomoneytobuyfoodandfuel.

Hehadnomoneytobuyfoodandfuelwith.

す な わ ち 上 例 で は,統 辞 力 と し て は 分 離 前 置 詞withを 要 求 し て い る が,実 際 に は そ れ が 脱

落 し た 形 が 用 い ら れ て い る 。 次 例 も そ の 例 で あ る。

withalicensetopracticehisprofession

themanwitheducatedfacultiestoachieveculture

withoutmuchpowertomovethem

cf.Theartisthasamoreperfectinstrumentonwhichtoplay.

こ の 種 のInfinitiveは,以 上 の よ う なRelativeclause代 用 のInfinitive,Contentclause

代 用 のInfinitive,更 に 目 的 な ど 示 すAdverbuseのIn丘nitiveの 漉 淆 の 結 果 生 じ た も の と 思

わ れ る。

Infinitive(2)(Adverbuse)

普 通Adverbuseのin丘nitiveと 呼 ば れ る も の が 分 離 前 置 詞 を と る場 合 が あ る 。

Londonhasbecomehardlyfittolivein.

ThebooksoftheCollegelibraryaredelightfull,indeed,tolookat.

Themoonwascertainly,ofthetwo,morecheerfultolivewith .

Itwasn'treallyverycomfortabletolivein.

こ の 種 の 分 離 前 置 詞 は,指 定 の 不 定 詞(lnfinitiveofSpeci丘cation)に 現 わ れ
,pitifu1,dif丘.

cult・easyな ど のAdjectiveにSpecificationを あ た え る 場 合 に 生 じ る。 そ し てPreposition

か ら分 離 し た 後 置 関 係 極 は,In丘nitiveの 直 前 と い う よ り も,PassiveやInterrogativeに 見

ら れ る よ う に,極 度 に 離 れ た 存 在 と な る。 こ の 点,分 離 前 置 詞 はAdverb的 性 格 が 強 い と い

い え る。 し か も 指 定 の 不 定 詞 を と るAdjectiveの 中 で,分 離 前 置 詞 と 関 係 す るpitifu1 ,diffi-

cult・easy,hard・Pleasant,comfortable,delightful,cheerful,nice,convenielltな ど のAdjective

は``Itis+Adjective+In丘nitive"の 構 文 に 交 換 で き る も の で あ る 。

Itisdilightful,indeed,tolookatthebooksofthecollegelibrery .

Itwascertainlymorecheerfultolivewiththemoon .

こ の 種 の分 離 前 置 詞 は 統 辞 力 と い う よ り も ,あ る 種 の 形 式 力 に よ っ て 生 じ た も の と い え る 。

a.Itiseasytoreadthisbook.

b.Toreadi.hisbookiseasy.

c.Thisbookiseasytoread.
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a.Itwascheerfultolivewiththemoon.

b.Tolivewiththemoonwas.cheerful.

c.Themoonwascheerfultolivewith.

上 例 で,a,b,cの そ れ ぞ れ の 表 現 量 と も い う べ き も の に は 変 り は な い 。 し か しa,bに お

い て は,表 現 核 と も い う べ き も の がtoreadthisbook,tolivewiththemoonと い う

Phraseで あ る に 対 し,cの 表 現 核 は 噛thiSlook,themoonと い うNounで あ る 。 こ の よ う

に あ る 一 つ の 意 味 単 位 を 持 っ て い る 語 群 の 中 の 総 合 的 な 表 現 量 を 変 え な い で,核 の 転 位 と い

う 質 的 変 化 を 要 求 す る形 式 が 加}ら れ た 場 合,か な り の 統 辞 力 で結 合 さ れ ゼ い るPreposi-

tionalphrseが,語 群 の 統 辞 性 を す く う た め,安 全 弁 と な っ て 分 解 す る。 こ の 結 果 分 離 前 置

詞 が 現 わ れ る の で あ る 。 こ の 種 の 表 現 核 の 転 位 は 先 に 述 べ だRelativeclause.そ し て

Relativeclase代 用 のInfinitiveconstuctionに も 見 ら れ る。

ま たAdverbのtoo,enoughは,そ れ ら が 関 係 す るAdjectiveを,こ の 種 の 特 殊 な,`指

定 の 不 定 詞'、 に 結 び つ け る 性 質 を 持 っ て い る た めtoo,enoughに よ っ て 導 か れ るInfinitive

に も 分 離 前 置 詞 が 見 ら れ る 。

Hewasoldenoughtohavebeenready, .yettooyoungtohavebeencalledupon.

Theriveristoodeeptowadeacross.

Thebrownpaperistoothicktolightthefacewith.

Gerund一

表 現 核 の 転 位 に よ る 分 離 前 置 詞 は,Gerundに も 見 られ る。

Itiseasyreading.thisbook.

Readingthisbookiseasy.

Thisbookiseasyforreading.

Itisdangerousbathinginthisriver.

Bathinginthisriverisdangerous.

Thisriverisdangerousfor _bathing(in).

し か し こ の 場 合 は,分 離 前 置 詞 が 脱 落 す る こ と が 多 い 。 こ れ は,Gerund・ の 抽 象 程 度 が 高 く,

て,動 詞 性 が 除 去 さ れ,動 作 名 詞 と し て の 名 詞 性 が 強 く な る と い う 統 辞 性 に よ る も の で あ る α

上 例 のforは,指 定 のNounequivalentを 表 示 す る機 能 を 持 っ て い る が,同 様 な 表 示 語

と し て,Gerundと パ タ ンす るAdjectivell2worthが あ る 。 こ こ に も 分 離 前 置 詞 が 見 られ る 。

Theyare.notevengoodplaces..forworking(in).

Thereissomethingworthlivingfor.

Weneedtohaveourlibertiestakenawayfromusin-ordertodiscoverthat ,theyare

worthdyingfor.

Thatistheonlyhappinessworthseeking:for.
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1nanycivilizationworthlivingi11,…
ノ

総 じて以上のような準動詞構文の統辞性の中にみとめられる形式力は,リ ズム感から来る

要求の他に,簡 潔性 ・明快性 ・速度感などがあり,更 に積極的なものとして,表現核の転位,

Parallelism,Periodiclesentenceな ど文章構成上の諸力があげられる。 このような大きな形

式力のために,押 し出された分離前置詞は,そ れ 自体が,意 味世界を圧縮し,緊 張度をたか

めることによって,次 の意味世界の跳躍台 となるという形式力を持 っている。

c)そ の 他 特 殊 の 文 章 構 成 に お い て

a.``It～that"のEmphaticconstructionに お レ・て

a)Hestruckthedeskwithmybook.

b)Itwaswithmybookthathestruckthedesk.

c)Itwasmybookthathestruckthedeskwith.

こ れ も・Emphaticconstructionの 中 で 起 き る,一 種 の 表 現 核 の 転 位 か ら 生 じ る 分 離 前 置 詞

で あ る が,機 能 語 と し て の ヒPrepositionの 、性 格 が よ く あ ら わ れ て い る 。

ItwasonlytheValseTristebitweagreedon.

It'snotMr.SavageImindabout;it'smyboy.

EversincethefirstdayIwisheditwasanyotherdayIhadthewatchingof.

b.ComparativeConstructionに お い て

比 較 のAdverdclauseに お い て も,特 殊 な 場 合 に,顕 著 なInversionに よ っ てEmphasis

を つ く りだ す こ と が あ る 。 こ の 場 合 に も 分 離 前 置 詞 が 現 わ れ る 可 能 性 が あ る 。 そ の 例 は 余 り

多 くな い 。

Thelargerhousehelivesin,themoremoneyheisdependenton.

上 例 に はEmphasisの 他 に,Parallelismが 形 式 力 と し て 作 用 し て い る 。

c.CollcessiveConstructionに お レ・て

譲 歩 のAdverbclauseに お い て も,Questionや,Relativeclauseに 準 じ たInversionが

作 用 す る た め,こ こ に も 分 離 前 置 詞 の 例 が 見 ら れ る 。

Butwhoever.thechurchbelongsto,Governmentshavealwaysstriventowalkhand

inhandwithBishopsandcathedralchapters.

Inthecity"openair"meansanyplacewheretheviewstretchesformorethana

fewyards,whatevertheviewisof.

You'vegottohaveaprettysolidbackgroundintheoretics,whateveryougoinfor.

以上の文章構成に見られる分離前置詞は一見,統 辞的な力に よって押 し出されたものと見

えるが,そ こにEmphasisと いう形式的な力が作用 していることは見逃せない。この場合の
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Emphasisは,Prepositionカ ミ,後 置関係極 に対す る統辞力を破 ることに よって,外 力即 ち読

者 の注意 を誘 引 し,そ こにEmphasisを 期 待す るもので ある。
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